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［
二
〇
二
〇
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
日
本
思
想
史
学
か
ら
見
る
近
現
代
の
天
皇

コ
メ
ン
ト

：

ゴ
シ
ッ
プ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
・
祭
祀
─
一
九
二
〇
年
代
の
天
皇
観
を
中
心
に

─
昆
野
　
伸
幸

　

二
〇
一
六
年
に
お
け
る
明
仁
天
皇
の
生
前
譲
位
の
意
向
表
明

や
二
〇
一
九
年
に
お
け
る
新
天
皇
即
位
、
令
和
改
元
と
い
っ
た
現

実
の
動
き
は
、
様
々
な
学
問
分
野
に
お
い
て
、
歴
史
上
の
天
皇
の

あ
り
方
や
天
皇
観
に
関
す
る
研
究
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化

し
つ
つ
あ
る
。
日
本
思
想
史
学
会
も
、
こ
の
よ
う
な
近
現
代
史
に

お
い
て
注
目
す
べ
き
事
態
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
二
〇
年
度
大
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
、「
日
本
思
想
史
学
か
ら
見
る
近
現
代

の
天
皇
」
と
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
の
点
で
は
、
河
西
秀
哉
氏
、
黒
川
伊
織
氏
、
小
平
美
香
氏
と

い
う
気
鋭
の
研
究
者
を
報
告
者
に
揃
え
つ
つ
も
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
、
他
の
学
会
の
企
画
や
機
関
誌
の
特
集
と
さ
ほ
ど
異
な
ら
な

い
印
象
を
一
見
抱
き
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
印
象
は

誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
名
の
報
告
内
容
を
時
系
列

に
並
べ
て
み
る
と
、
明
治
初
期
を
扱
っ
た
小
平
報
告
を
最
初
に
、

黒
川
報
告
、
河
西
報
告
と
続
く
わ
け
だ
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
逆
に
配
置
し
て
い
る
。
一
般
的
に
時
系
列
的
な
配
置
は
、
あ
た

か
も
歴
史
の
自
然
な
展
開
の
帰
結
と
し
て
象
徴
天
皇
制
が
あ
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
時
系
列
を

逆
に
す
る
こ
と
は
、
象
徴
天
皇
制
を
あ
る
種
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
捉

え
る
思
考
法
を
排
し
、
む
し
ろ
象
徴
天
皇
制
を
問
題
の
出
発
点
と

し
て
措
定
し
、
現
在
か
ら
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
会
委
員
側
は
、
現
状
と
は
異
な
る
可
能
性
の

芽
を
探
そ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
を
示
唆
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

者
に
も
そ
の
よ
う
な
試
み
を
共
有
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
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い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
深
読
み
の
当
否
は
と
も
か
く
、
三
名
の

報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
論
点
を
多
く
提
示
し
て
お
り
、
明
治

初
期
を
扱
っ
た
小
平
報
告
に
し
て
も
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題

は
当
該
期
に
と
ど
ま
ら
ず
、
河
西
報
告
・
黒
川
報
告
同
様
に
、
一

九
二
〇
年
代
以
降
の
思
想
史
を
考
え
る
う
え
で
も
有
効
な
も
の
か

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
広
い
時
期
、
多
様
な
論
点
の
す
べ
て
に

言
及
し
た
コ
メ
ン
ト
は
難
し
い
。
本
稿
は
、
私
な
り
に
三
名
の
報

告
を
敷
衍
す
る
か
た
ち
で
考
え
た
こ
と
や
、
触
発
さ
れ
て
今
後
考

え
て
い
く
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で

あ
る
。
あ
く
ま
で
限
定
さ
れ
た
時
期
・
論
点
に
と
ど
ま
る
コ
メ
ン

ト
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
は
ご
了
承
願
い
た
い
。

　

さ
て
河
西
報
告
・
黒
川
報
告
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四

〇
年
代
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
角
か
ら
総
体
的
に
捉

え
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
世
界
的
な
君
主
制
の

危
機
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
流
行
を
受
け
、
皇
室
や
政
府
は
そ
れ
へ

の
対
応
を
求
め
ら
れ
、
積
極
的
に
順
応
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
、

天
皇
に
関
す
る
写
真
や
映
画
の
撮
影
が
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
、
メ

デ
ィ
ア
で
は
皇
太
子
・
裕
仁
親
王
の
平
民
ぶ
り
が
喧
伝
さ
れ
る
。

警
備
に
当
た
る
警
察
官
に
は
、
国
民
に
皇
室
へ
の
悪
感
情
を
誘
発

し
な
い
よ
う
な
親
切
丁
寧
な
警
護
が
要
請
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

外
遊
を
経
て
帰
国
し
た
皇
太
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主
制
を

模
範
と
し
、
周
囲
の
側
近
が
心
配
に
な
る
ほ
ど
改
革
へ
の
熱
意
を

も
つ
。
い
わ
ゆ
る
「
開
か
れ
た
皇
室
」
と
い
う
方
針
が
鮮
明
に
打

ち
出
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
三
年
一
二
月
二
七
日
に
起
き
た
虎
ノ
門
事

件
（
皇
太
子
が
難
波
大
助
に
狙
撃
さ
れ
た
暗
殺
未
遂
事
件
）
を
契
機
に
、

保
守
派
が
盛
り
返
し
、「
開
か
れ
た
皇
室
」
と
い
う
方
針
は
挫
折

す
る
。
一
九
二
八
年
一
一
月
、
昭
和
天
皇
の
即
位
礼
と
そ
れ
に
関

連
す
る
大
嘗
祭
な
ど
の
諸
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
「
御
大

典
」（
昭
和
大
礼
）
は
、
大
正
大
礼
に
比
べ
て
、
約
五
倍
も
の
莫
大

な
警
備
予
算
の
も
と
、
一
九
二
八
年
三
月
の
共
産
党
員
一
斉
検
挙

（
三
・
一
五
事
件
）
を
教
訓
と
し
て
、
極
め
て
厳
格
な
警
備
体
制
を

と
っ
た
。
特
高
警
察
に
よ
る
身
柄
拘
束
や
拷
問
、
内
務
省
に
よ
る

検
閲
を
通
じ
た
報
道
統
制
が
な
さ
れ
、
天
皇
の
神
聖
性
が
強
調
さ

れ
る
。
即
位
し
て
す
ぐ
の
昭
和
天
皇
は
軍
部
の
受
け
が
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
天
皇
個
人
の
人
徳
や
権
威
が
宣

伝
さ
れ
る
と
と
も
に
、
天
皇
と
い
う
存
在
に
関
わ
る
伝
統
的
・
神

秘
的
な
権
威
も
改
め
て
強
調
さ
れ
、
昭
和
天
皇
の
神
格
化
が
な
さ

れ
て
い
く
。

　

お
そ
ら
く
は
戦
前
日
本
に
お
い
て
最
も
民
主
的
だ
っ
た
時
代
か

ら
、
個
人
と
し
て
も
制
度
と
し
て
も
天
皇
の
権
威
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
時
代
へ
の
転
換
は
、
共
産
党
に
お
け
る
日
本
の
君
主

制
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
立
憲
君
主
制
一
般
と
し
て
捉
え
る
見
方
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か
ら
、
天
皇
個
人
と
「
天
皇
と
い
う
制
度
」
の
区
別
（
一
九
二
九

年
二
月
）
を
経
て
、「
絶
対
主
義
的
天
皇
制
」（
三
二
年
テ
ー
ゼ
）
の

発
見
に
至
る
変
化
・
展
開
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
河

西
報
告
は
、
昭
和
天
皇
個
人
の
主
体
が
焦
点
化
さ
れ
る
こ
と
に
注

目
し
、
そ
れ
と
国
民
の
主
体
性
喚
起
を
結
び
付
け
る
の
に
対
し
、

黒
川
報
告
は
、
制
度
と
し
て
の
天
皇
が
発
見
さ
れ
る
過
程
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
こ
の
点
、
個
人
と
制
度
の
ど
ち
ら
に
重
点
を
お
く

か
は
対
照
的
で
は
あ
る
が
、
両
者
の
報
告
内
容
は
む
し
ろ
お
互
い

を
う
ま
く
補
完
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
同
時
に
こ
の
時
期
は
、
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
を
契
機
と

し
た
朝
日
平
吾
に
よ
る
安
田
善
次
郎
刺
殺
（
一
九
二
一
年
九
月
二
七

日
）
か
ら
、
農
村
の
窮
乏
が
深
刻
化
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
た
血

盟
団
事
件
（
一
九
三
二
年
二
〜
三
月
）、
五
・
一
五
事
件
（
一
九
三
二
年

五
月
一
五
日
）、
二
・
二
六
事
件
（
一
九
三
六
年
二
月
二
六
〜
二
九
日
）

な
ど
テ
ロ
の
相
次
ぐ
時
代
で
も
あ
る
。
天
皇
と
国
民
と
の
間
に
い

る
元
老
、
政
党
、
財
閥
等
の
介
在
者
（「
君
側
の
奸
」）
の
存
在
を
認

め
な
い
、
一
君
万
民
、
君
民
一
体
と
い
う
日
本
の
「
国
体
」
の
理

念
を
暴
力
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
テ
ロ
が
実
施
さ
れ
、
幕
府
と

い
う
介
在
者
を
除
去
し
た
明
治
維
新
を
補
完
す
る
「
昭
和
維
新
」

の
実
現
を
目
指
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
が
企
図
さ
れ
る
。

　

当
時
、
君
民
一
体
と
い
う
日
本
の
「
国
体
」
の
す
ば
ら
し
さ
の

原
因
を
追
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
（「
国
体
」
認
識
の
深
ま
り
）、
そ
れ

は
君
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
側
だ
け
で
は
な
く
、
民
、
す
な
わ
ち
国

民
の
天
皇
観
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
右
翼
も
一
枚
岩

で
は
な
く
、
と
く
に
国
民
の
尊
皇
心
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ

れ
を
日
本
人
に
内
在
す
る
、
本
質
的
な
も
の
と
捉
え
る
傾
向
と
、

尊
皇
心
は
必
ず
し
も
内
在
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
に
楽

観
し
て
頼
る
こ
と
な
く
、
修
練
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
も
の
と
考

え
る
傾
向
と
に
大
別
で
き
る
。
後
者
が
総
力
戦
体
制
と
結
び
付
き
、

さ
ら
に
は
戦
後
の
国
民
観
へ
と
連
続
し
て
い
く
が
、
こ
の
よ
う
な

国
民
の
尊
皇
心
を
必
ず
し
も
本
質
的
な
も
の
と
は
捉
え
な
い
考
え

は
、
黒
川
報
告
が
紹
介
す
る
、
民
衆
に
と
っ
て
天
皇
信
仰
は
あ
く

ま
で
外
在
的
・
非
本
質
的
な
も
の
と
す
る
野
坂
参
三
の
認
識
と
、

あ
る
意
味
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
国
体
」
を
め
ぐ
る
思
想
・
運
動
が
活
発
化
し
、
規
制

の
厳
し
く
な
る
大
正
末
期
以
降
で
も
、
民
衆
の
間
で
は
皇
室
を
め

ぐ
る
猥
談
が
継
続
し
て
流
布
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
虎
ノ
門
事

件
に
関
わ
っ
て
、「
難
波
大
助
死
刑
大
助
ハ
社
会
主
義
者
ニ
ア
ラ

ズ
摂
政
宮
演
習
〔
天
皇
が
統
監
す
る
陸
軍
特
別
大
演
習
│
昆
野
注
、
以
下

同
〕
ノ
時
某
処
ノ
旅
館
ニ
テ
大
助
ガ
許
婚
ノ
女
ヲ
枕
席
ニ
侍
ラ
セ

タ
ル
ヲ
無
念
ニ
思
ヒ
腹

（
マ
マ
）讐

ヲ
思
立
チ
シ
ナ
リ
ト
云
フ（

（
（

」
と
い
っ
た

う
わ
さ
は
有
名
な
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
民
衆
の
皇
室
に
向
け
る
赤
裸
々
な
関
心
と
、
メ
デ

ィ
ア
が
広
め
る
天
皇
像
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
天
皇
観
、
右
翼
（
革
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新
右
翼
／
精
神
右
翼
）
の
天
皇
観
、
さ
ら
に
天
皇
自
身
の
自
意
識
と

い
っ
た
も
の
と
が
重
層
的
に
入
り
組
ん
で
、
近
代
の
天
皇
観
の
総

体
を
形
作
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
諸
要
素
を
個
別
に
、
あ
る
い
は

時
期
的
に
限
定
し
て
分
析
し
、
そ
の
成
果
を
集
積
す
る
こ
と
は
重

要
だ
が
、
総
体
の
把
握
へ
と
つ
な
が
る
有
効
な
分
析
視
角
や
戦

前
・
戦
後
の
変
化
を
観
測
す
る
明
快
な
基
準
な
ど
を
模
索
す
る
こ

と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
河
西
報
告
・
黒
川
報
告
が
扱
っ
た
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る

か
た
ち
で
、
小
平
報
告
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
皇
后
と
大
嘗
祭
の
問

題
、
そ
れ
を
も
う
少
し
敷
衍
し
て
い
え
ば
女
性
皇
族
と
祭
祀
（
さ

ら
に
敷
衍
す
れ
ば
「
祈
り
」）
と
い
う
重
要
な
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
女
性
皇
族
に
対
し
て
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
よ
り

強
い
関
心
を
示
し
、
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
が
ち
だ
と
指
摘

す
る
先
行
研
究
も
あ
り（

（
（

、
女
性
の
皇
室
観
と
男
性
の
皇
室
観
を
単

純
に
一
括
り
し
て
捉
え
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
だ
し
、
メ
デ
ィ
ア
で

の
表
象
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
祭
祀
に
注
目
し
た
い
。
そ
も
そ

も
祭
祀
の
問
題
を
扱
う
小
平
報
告
が
配
さ
れ
て
い
る
背
景
に

は
、
二
〇
一
六
年
八
月
八
日
に
公
表
さ
れ
た
明
仁
天
皇
の
「
お
こ

と
ば
」
に
お
け
る
「
国
民
の
安
寧
と
幸
せ
を
祈
る
こ
と
」「
国
民

の
た
め
に
祈
る
と
い
う
務
め
」
す
な
わ
ち
宮
中
祭
祀
の
問
題
が
意

識
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
二
〇
年
代
、
大
正
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
貞
明
皇
后
が
宮
中

祭
祀
を
重
視
し
、
改
革
に
熱
心
な
昭
和
天
皇
に
苦
言
を
呈
し
て
い

た
よ
う
に
、
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
皇
室
で
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
貞
明
皇
后
が
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
筧
克
彦
（
一
八
七
二

〜
一
九
六
一
）
の
「
神
な
が
ら
の
道
」
に
傾
倒
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
こ
の
場

で
は
棚
上
げ
し
た
い
が
、
一
九
二
〇
年
代
、
造
化
三
神
の
一
柱
の

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
重
視
す
る
筧
の
神
学
が
宮
中
に
影
響
を
広

げ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
宮
内
省
掌
典
補

の
星
野
輝
興
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
七
。
一
九
二
六
年
に
掌
典
、
一
九

四
二
年
に
退
官
）
が
ア
マ
テ
ラ
ス
中
心
の
神
学
を
構
築
す
る
。
星
野

は
旧
来
の
祭
祀
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
第
一
回
建
国
祭
（
一
九
二

六
年
二
月
一
一
日
）
の
挙
行
に
関
与
す
る
な
ど
、
祭
祀
の
実
践
者
の

立
場
か
ら
、
宮
中
祭
祀
に
関
す
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
メ
デ

ィ
ア
に
登
場
し
て
く
る
。
福
羽
美
静
ら
が
明
治
初
期
に
つ
く
り
あ

げ
た
祭
祀
の
あ
り
方
が
、
も
は
や
今
ま
で
通
り
に
は
通
用
し
な
い

状
況
が
到
来
し
、
何
ら
か
の
新
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
あ

ら
わ
れ
と
し
て
筧
な
り
星
野
な
り
の
神
学
が
成
立
す
る
の
だ
と
理

解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
小
平
報
告
に
よ
れ
ば
、
福
羽
美
静
は
、
大
嘗
祭
に

「
皇
后
御
拝
」
を
加
え
る
こ
と
で
「
国
民
教
化
」
に
活
用
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
一
九
二
〇
年
代
に
祭
祀
の
「
国
民
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化
」
を
企
図
し
た
星
野
と
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
明
治
初
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
連
続
面
と
断
絶
面

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
祭
祀
の
あ
り
方
を
通
史
的
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

敗
戦
後
、
侍
従
次
長
を
務
め
る
木
下
道
雄
の
日
記
や
『
高
松
宮

日
記
』
に
星
野
の
名
前
は
散
見
さ
れ
、
戦
後
も
皇
室
と
の
人
脈
を

維
持
し
つ
つ
、
活
動
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
星
野
輝
興
君

（
詔
書
〔
一
九
四
六
年
年
頭
の
詔
書
か
〕
の
解
釈
に
つ
い
て
│
我
至
高

の
伝
統
│
前
田
〔
多
門
〕
文
相
に
紹
介
す（

（
（

）」
や
、「
こ
の
〔
至
上
神

で
あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
〕
お
見
守
は
仰
ぐ
、
仰
が
な
い
に
拘
ら
ず
、

万
人
こ
と
ご
と
く
を
洩
れ
な
く
お
見
守
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

／
で
、
恐
れ
な
が
ら
、
今
上
陛
下
が
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
に

仰
せ
出
さ
れ
た
新
日
本
建
設
の
詔
書
に
力
強
く
「
人
類
愛
ノ
完
成

ニ
向
ヒ
、
献
身
的
努
力
ヲ
効
ス
ベ
キ
ノ
秋
ナ
リ
」
と
宣
り
給
ひ
し

大
元
を
、
遠
く
こ
こ
に
仰
ぎ
奉
っ
た
と
い
う
感
が
、
い
た
し
て
な

り
ま
せ
ぬ（

（
（

」（
／
は
改
行
）
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
星
野

は
い
わ
ゆ
る
人
間
宣
言
と
関
連
さ
せ
た
天
皇
観
・
ア
マ
テ
ラ
ス
観

を
表
明
し
て
い
た
。
長
ら
く
宮
中
祭
祀
に
携
わ
っ
た
者
も
、
戦
後

の
天
皇
制
の
あ
り
方
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。

　

戦
前
・
戦
後
に
お
け
る
天
皇
観
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政
治
家

や
知
識
人
を
対
象
に
、
そ
の
変
化
や
一
貫
性
を
論
じ
る
研
究
は
そ

れ
な
り
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際

に
宮
中
祭
祀
に
携
わ
っ
た
者
を
対
象
と
し
た
検
討
は
ほ
と
ん
ど
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
分
析
の
余
地
は
あ
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

注
（
1
）	

永
井
荷
風
『
断
腸
亭
日
乗
』
一
巻
（
一
九
二
四
年
一
一

月
一
六
日
条
。『
新
版 

荷
風
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
三
年
）
二
九
六
頁
。
傍
線
は
引
用
者
。
ち
な
み
に
昭
和
天

皇
が
ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
頃
の
旧
版
の
全
集
で
は
、
傍
線
箇
所

は
伏
字
で
あ
る
（『
荷
風
全
集
』
第
一
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

六
四
年
、
三
四
四
頁
）。

（
2
）	

右
田
裕
規
「
戦
前
期
「
女
性
」
の
皇
室
観
」（『
社
会
学
評

論
』
五
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
参
照
。

（
3
）	

木
下
道
雄
著
・
高
橋
紘
編
『
側
近
日
誌

─
侍
従
次
長
が

見
た
終
戦
直
後
の
天
皇
』（
中
公
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
一
四
四

頁
（
一
九
四
六
年
一
月
四
日
条
）。

（
4
）	

星
野
輝
興
「
育
ち
あ
ひ
」（
一
九
五
〇
年
四
月
。
星
野
輝
興

『
日
本
の
祭
祀 

新
訂
版
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
二
四
九

〜
二
五
〇
頁
。

�

（
神
戸
大
学
准
教
授
）
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